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連携型人文学研究教育クラスター（Global Linkage Clusters for Humanities）」（略称「人文学クラス





































ソーシアム。2017 年 9 月正式発足。現在，大阪大学大学院文学研究科を含む 14 機関が加盟。





























 本研究グループの 2019 年度の活動ついては，別項の「越境文化研究イニシアティヴ活動







へ―」は，大阪大学総合学術博物館の兼任教員として宇野田が企画し 2019 年 4 月 26 日か







り，この国際シンポジウムの様子も 2019 年 8 月 5 日放送の「BS1 スペシャル ヒロシマの
画家 四國五郎が伝える戦争の記憶」で紹介された。 









げるとともに，本論集にご寄稿くださった John Bundschuh 氏（オハイオ州立大学大学院東ア
ジア言語文学科博士後期課程）にはとりわけ厚く謝意を表したい。 
 本論集第 2 部には，この Bundschuh 氏の論考，前述の眞田氏の論考のほか，前述した「グ
ローバル・ジャパン・スタディーズ」プログラムに関係している教員・大学院生の論考を










   川口隆行（広島大学准教授） 
     青春の協同創作―シベリア収容所から朝鮮戦争下の広島へ―  
岡村幸宣（原爆の図丸木美術館学芸員） 
     占領下／朝鮮戦争下の原爆表現―四國五郎と丸木位里，赤松俊子の絵画―  
アン・シェリフ（オーバリン大学教授） 
     ベトナム戦争における芸術―四國五郎の母子像―  
小沢節子（近現代史研究者） 
     四國五郎の１９７０年代 
―「ヒロシマの画家」となるまで，あるいは「当事者性」の獲得をめぐって―  
 




来賓挨拶  呉泰奎（駐大阪大韓民国総領事館総領事） 
スライド上映（浅見洋子作成・上映） 
基調講演「金時鐘さんがみつめてきたもの」  鵜飼哲（一橋大学特任教授）                 
パネルセッション「越境する言葉―金時鐘を読む―」（司会宇野田尚哉・細見和之） 
   「在日朝鮮人語としての日本語，その原点とゆくえ」 丁章（詩人） 
「歴史を越境する詩」 宮沢剛（二松学舎大学非常勤講師） 
「北米における金時鐘」 CATHERINE RYU（ミシガン州立大学准教授） 
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浄瑠璃による『猪飼野詩集』：「うた  またひとつ」 渡部八太夫（人形浄瑠璃猿八座太夫） 
金時鐘さんによる朗読とスピーチ  
閉会のあいさつ  葉山郁生（大阪文学学校代表理事） 
 
2019 年 6 月 19 日，国際ワークショップ「猪飼野女性文学ワークショップ」開催（於喫茶美
術館） 
My Encounters with Chong Ch’u-Wŏl and Her Poetry: Three Impressions 
CATHERINE RYU（Michigan State University）  
ディスカッサント：丁章（詩人）  
 
2019 年 10 月 3 日，トークセッション「能の魅力―日本とヨーロッパ，過去と現在―」（於
芸 3 教室） 
  発題：ユーディット・アーロカイ（ハイデルベルク大学教授）・中尾薫（文学研究科准教授） 
  コメンテーター：古後奈緒子（文学研究科准教授） 
  司会：三谷研爾（文学研究科教授） 
 




2019 年 12 月 23 日，Global Japanese Studies Research Workshop: The View from Japan: 
Discourses on Korea and Migration in Japanese Literature 開催（於中庭会議室） 
Colonial Paranoia, Parody, and “The Korea Problem”: The Migrating Terms, Texts, and Terrors 
of Koreaphobia in Imperial Japanese Literature and Culture  
ANDRE HAAG (Assistant Professor of Japanese Literature, Department of East Asian Languages and 
Literatures, University of Hawai’i) 
No Place for Returns: Ri Kaisei’s Past and Present Sakhalins 
NICHOLAS LAMBRECHT (Assistant Professor of Global Japanese Studies, Graduate School of Letters, 
Osaka University)              
Discussion: Hashimoto Yorimitsu (Professor of Comparative Literature, Graduate School of Letters, 
Osaka University) 
 
2020 年 1 月 14 日，Global Japanese Studies Research Workshop 開催（於中庭会議室） 
 Rethinking Japan’s Earliest Written Narratives 
    JOHN BUNDSCHUH (Visiting Fulbright-Hays Fellow, The Ohio State University) 
